
No.219

22

農
業
委
員
会
だ
よ
り

16.7

23  農業委員会だより/16.7

■
発
行
人
　
飯
山
市
農
業
委
員
会
長
　
松
永
晋
一

■
編
　
集
　
飯
山
市
農
業
委
員
会
　
情
報
委
員
会

飯山市農業委員会事務局
飯山市役所農林課内
電話：0269 - 62 - 3111
　　　　　　　（内線261）   
ＦＡＸ：0269 - 62 - 6221

〜
栄
村
極にて
の野

地
区
、
山
菜
圃
場
〜

感謝状を授与される
農業委員会長

あしあと　５・６月の活動記録
５月10日 農業委員会役員会

27日 管内視察
〃　 ５月農業委員会総会

６月１日 農業委員及び農地利用最適化推進委員研修会（長野市）

10日 農業委員会役員会
29日 ６月農業委員会総会

　農地法第３条の許可を受け、耕作のために所有権等の権利を取
得しようとする場合は、取得後において下限面積以上の耕作面積を
確保することが必要となっています。（農地法第３条第２項第５号）
　飯山市農業委員会では、飯山市内の下限面積（別段の面積）を
下記のとおり定めました。

　◎農振農用地区域外農地
下限面積 適用区域
２アール 飯山市内全域

　◎農振農用地区域内農地（面積は従来と同じ）

　

わ
た
し
は
現
在
、
厚
生
年
金
に
頼
っ
た
生
活
を
し
て
お
り
、
会
社
に
勤
め
て
い
た
時
の
給
与
と
比
較
す
る
と
、

自
分
の
暮
ら
し
を
や
っ
と
維
持
し
て
い
け
る
よ
う
な
状
況
で
す
。
企
業
年
金
も
あ
っ
た
の
で
す
が
解
散
し
て
し
ま

い
支
給
停
止
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
い
ま
自
分
の
親
た
ち
の
施
設
入
所
な
ど
で
よ
く
お
金
の
話
に
な
り
ま
す
が
、
国
民
年
金
だ
け
の
生
活
で
は
、
こ

の
施
設
入
所
も
ま
ま
な
ら
な
い
の
で
す
。
将
来
の
高
齢
化
、
自
分
の
年
金
生
活
と
親
の
面
倒
を
見
る
こ
と
の
不
安

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
農
業
者
年
金
は
農
業
者
の
老
後
の
生
活
を
安
心
サ
ポ
ー
ト
さ
れ
る
制
度
で
あ
り
ま
す
。

　

6
月
1
日
に
長
野
市
で
行
わ

れ
た
農
業
委
員
及
び
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
研
修
会
の
場

に
お
い
て
、
飯
山
市
農
業
委
員
会

が
農
地
中
間
管
理
機
構
よ
り
農

地
中
間
管
理
事
業
の
積
極
的
な

推
進
に
よ
り
に
顕
著
な
成
果
を
収

め
た
と
し
て
感
謝
状
を
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

　

皆
さ
ま
の
地
域
農
業
の
発
展

農
業
委
員
会
研
修
視
察
報
告

農
業
者
年
金
に
入
り
ま
せ
ん
か

下限面積 適用区域
２０アール 旧飯山町
３０アール 旧秋津村、旧瑞穂村、旧柳原村、旧外様村、

旧岡山村
４０アール 旧常盤村、旧太田村
５０アール 旧木島村

年
金
部
長
　
増
山
正
一

　
５
月
27
日
、
農
業
委
員
16
名
事

務
局
２
名
参
加
で
、
視
察
地
栄
村

極
野
地
区
を
目
指
し
、
当
日
朝
９

時
、
常
盤
地
区
活
性
化
セ
ン
タ
ー

を
出
発
。

　

北
野
天
満
温
泉
を
横
に
見
な
が

ら
奥
へ
と
進
み
、
極
野
地
区
の
最

終
地
点
の
バ
ス
停
に
到
着
。
こ
こ

で
驚
い
た
の
は
交
通
標
識
で
あ
る
。

「
藤
木
さ
ん
・・・・
し
て
ま
す
か
？
」

と
い
う
も
の
で
、
こ
の
地
区
は
藤

木
さ
ん
と
い
う
名
字
で
通
用
す
る

の
か
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
も
う

ひ
と
つ
は
、
バ
ス
停
の
待
合
所
の

中
に
雨
傘
が
数
本
置
い
て
あ
っ
た

こ
と
で
あ
る
。
ち
ょ
う
ど
小
雨
が

降
っ
て
い
た
の
で
、
こ
の
雨
傘
を

借
り
る
こ
と
に
し
た
。
案
内
役
に

は
、
バ
ス
停
の
そ
ば
に
住
む
藤
木

忠
信
さ
ん
で
あ
る
。

　
目
的
地
の
入
口
に
、「
山
菜
取

り
禁
止
」
の
大
き
な
看
板
が
立

て
ら
れ
て
い
た
。
歩
い
て
い
る
と
、

道
づ
た
い
に
は
多
く
の
山
菜
が
見

ら
れ
て
き
た
。
た
だ
そ
れ
は
、
私

た
ち
飯
山
地
方
よ
り
も
少
し
太

く
、
大
き
く
見
え
た
。
し
ば
ら
く

歩
い
て
い
る
と
、
お
か
わ
さ
び
、

ギ
ョ
ウ
ジ
ャ
ニ
ン
ニ
ク
、
ゼ
ン
マ

イ
等
の
栽
培
し
て
い
る
畑
が
見
え

た
。
そ
こ
で
少
し
立
ち
寄
り
、
見

学
。
見
な
れ
な
い
作
物
の
苗
が
あ

り
、
そ
れ
が
何
な
の
か
、
い
ま
だ

不
明
で
あ
る
。
さ
ら
に
歩
く
と
、

や
っ
と
目
的
地
に
到
着
。
こ
の
場

所
は
、
標
高
４
５
０
㍍
ぐ
ら
い
の

所
で
、
日
照
不
足
等
で
良
い
物
が

出
来
な
か
っ
た
よ
う
で
、
４
年
ほ

ど
前
ま
で
休
耕
田
（
遊
休
農
地
）

だ
っ
た
。
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ

こ
に
ゼ
ン
マ
イ
中
心
の
畑
に
し
よ

う
と
、
山
か
ら
ゼ
ン
マ
イ
の
株
を

取
っ
て
き
て
植
え
付
け
始
め
た
。

と
の
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
そ
の

内
３
分
の
１
は
、
枯
れ
た
り
、
動

物
に
食
べ
ら
れ
た
り
し
て
育
た

な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
今
は
ほ
と

ん
ど
ゼ
ン
マ
イ
畑
に
な
っ
て
い
て
、

他
に
も
ネ
マ
ガ
リ
ダ
ケ
、
ワ
ラ
ビ

等
の
作
物
が
あ
り
１
㌶
か
ら
２
㌶

ぐ
ら
い
の
面
積
に
な
っ
て
い
た
。

　

現
地
か
ら
帰
り
、
ゼ
ン
マ
イ
等

の
山
菜
を
ど
の
よ
う
に
加
工
し
て

い
る
の
か
藤
木
さ
ん
宅
に
寄
っ
て

み
る
と
、
車
庫
の
中
に
１
台
の
乾

燥
機
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
ゼ
ン

マ
イ
等
を
茹
で
て
か
ら
天
日
干
し

を
し
、
こ
の
乾
燥
機
に
入
れ
、
約

２
時
間
乾
燥
と
の
こ
と
で
す
が
、

そ
の
日
の
天
候
に
よ
り
調
整
す
る

と
い
う
。
な
れ
な
い
と
難
し
い
作

業
だ
。
ま
た
茹
で
方
で
色
が
変

わ
る
と
い
う
。
重
さ
は
、
生
の
３

分
の
１
に
な
る
よ
う
だ
。
そ
こ
で

乾
燥
さ
れ
た
製
品
を
見
せ
て
も

ら
う
と
、
と
て
も
軽
く
、
色
も
黒

く
お
い
し
そ
う
だ
。
ち
な
み
に
販

売
価
格
を
聞
い
て
み
る
と
、
１
㌔

１
万
３
千
円
前
後
だ
と
い
う
。

　

現
地
を
見
て
、
遊
休
農
地
を
ゼ

ン
マ
イ
等
の
畑
に
す
る
に
は
、
た

い
へ
ん
な
苦
労
が
あ
る
と
い
う
こ

と
。
ま
た
何
を
作
る
か
は
、
そ
の

地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
作
物
の

栽
培
が
必
要
と
思
わ
れ
た
。

情
報
委
員　
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部
彰
夫

農
地
中
間
管
理
機
構
よ
り

　
　
　
　
　

感
謝
状
を
授
与
さ
れ
ま
し
た

農地法第３条の許可申請に係る
下限面積を改定しました

４つのメリット
１　積立方式の確定拠出型年金です。
　　若い時から将来の自らの年金をあらかじめ積み立てておけば、老後に
　備える事ができます。加入者・受給者数に影響されない長期的に安定し
　た制度です。

２　自由に保険料を設定できます。
　　保険料は経営状況や老後の生活設計に基づいて月額２万円を基本と
　して千円単位で６万７千円まで自由に選択できます。随時変更可能です。

３　税制面でのメリットがあります。
　　納めた保険料は全額社会保険料控除の対象となります。所得税・住民
　税の節税につながります。

４　終身年金です。
　　年金は生涯受給できます。万が一、加入者・受給者が80歳前に死亡
　した場合でも、80歳までに受け取れるはずであった農業者老齢年金相
　当額が死亡一時金として遺族に支払われます。

の
た
め
、
こ
の
事
業
の
重
要
性

を
深
く
認
識
し
ご
尽
力
い
た
だ

い
た
成
果
で
あ
り
ま
す
。

　加入要件は①60歳未満、②国民年金第１号被保険者、③年間60
日以上農業に従事していることであります。
　農地を持っていない農業者、配偶者・後継者などの家族従事者も加
入できます。（３つの加入要件に該当する方なら誰でも加入できます。）
　また、意欲のある担い手には、国からの保険料補助が受けられます。
一定の要件を満たす人には、政策支援として国庫から最大で１万円の
保険料補助が受けられます。
　詳しくは農業委員・農業委員会事務局までお問い合わせください。


